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協同作業認識とソーシャルサポートとの関連
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問題と目的

近年，協同学習による授業改善が注目されてい

る。協同学習は様々な効果を生み出すことが認め

られているが，それらの効果は，メンバー間の相

互交流の質を高め，メンバー一人ひとりがグルー

プの学習活動に積極的に貢献するという協同作業

場面を創り出すことが前提となる（関田・安永，

）。さらに，協同作業についての認識を高める

ことで，協同学習に期待される効果を得ることが

できると考えられている。

そのような協同作業認識に影響を及ぼす要因の

一つとして考えられるのが，ソーシャルサポート

である。実際の互恵的な協同学習場面では，学習

者は様々な他者からのサポートを知覚しているこ

とが考えられる。しかし，児童の協同作業認識と

ソーシャルサポートの関連について検討した研究

は希少である。そこで本研究では児童の協同作業

に対する認識とソーシャルサポートの関連につい

て検討する。

方 法

調査対象者 小学校 年生 名（男子 名，女

子 名）

調査内容 ①協同作業への認識 協同作業認識尺

度（長濱・安永・関田・甲原， ）を用いた。

協同作業認識尺度は，「協同効用」，「個人志向」，

「互恵懸念」という 下位尺度 項目で構成され

ている尺度であるが，本調査では，協同効用から

項目，個人志向から 項目を選定し，小学生用

に改変して使用した。

②ソーシャルサポート 大学生用ソーシャルサポ

ート尺度（片受・大貫， ）を用いた。ソーシ

ャルサポート尺度は，「評価的サポート」，「情報・

道具的サポート」，「情緒・所属的サポート」とい

う 下位尺度 項目で構成されていた。本調査で

は，小学生用に改変して使用した。

結 果

協同作業認識尺度 項目について，確証的因子

分析を行った。その結果，すべての項目に対して

該当する因子から有意なパスを示した。適合度も

， ， ， で

あり，許容できる程度の適合度が得られた。また，

ソーシャルサポート尺度 項目についても同様

に，確証的因子分析を行った。その結果，すべて

の項目に対して該当する因子から有意なパスを示

した。適合度も ， ， ，

であり，許容できる程度の適合度が得

られた。

次に協同作業認識の 側面に対して，ソーシャ

ルサポートの 下位尺度得点を説明変数とする重

回帰分析を行った。その結果， つの側面の説明

率が有意となり，道具・情報的サポートから協同

効用に対して，情緒・所属的サポートから協同効

用に対して正の関連が示された。また，情緒・所

属的サポートから個人志向に対して負の関連が示

された（ ）。

考 察

情報・道具的サポート，情緒・所属的サポート

はともに，協同効用に影響していた。協同的な時

間を一緒に過ごし，学習仲間から信頼や共感を得

るとともに，実際にアドバイスや指示をもらって

問題解決の助けとなる情報をやりとりするなかで，

協同効用が感じられることが示唆された。

一方，情緒・所属的サポートは，個人志向に負

の影響を及ぼしていた。学習仲間からの信頼や共

感が，仲間との協同の回避や一人での作業を好む

傾向を軽減する可能性が示唆された。

今後は，ソーシャルサポートと協同作業に対す

る認識の関連について，実際の協同学習場面を取

り上げ，さらに検討していく必要があろう。
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Table1 協同作業認識に対する重回帰分析の結果

協同効用 個人志向
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